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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電池の残容量がハイバネーション移行容量まで低下すると、ハイバネーションに移行す
る電子機器に残容量を演算して出力する方法であって、
　電池電圧が０％検出電圧まで低下したときの残容量がハイバネーション移行容量よりも
大きいときは、残容量をハイバネーション移行容量に補正した後、所定の勾配で残容量を
減少させ、
　電池電圧が０％検出電圧まで低下したときの残容量がハイバネーション移行容量よりも
小さいときは、残容量を所定の勾配で減少させることを特徴とする電池の残容量補正方法
。
【請求項２】
　０％検出電圧を検出した後に残容量を減少させる勾配を、残容量減少値／時間として、
一定の勾配とする請求項１に記載される電池の残容量補正方法。
【請求項３】
　０％検出電圧を検出した後に残容量を減少させる勾配を、１０～６０秒で残容量が０と
なる値に設定している請求項１に記載される電池の残容量補正方法。
【請求項４】
　０％検出電圧を検出した後に、電子機器の消費電力を演算し、消費電力から残容量を減
少させる勾配を決定する請求項１に記載される電池の残容量補正方法。
【請求項５】
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　０％検出電圧を検出して残容量をハイバネーション移行容量に補正した後に残容量を減
少させる勾配を、０％検出電圧を検出してから残容量が０％となるまでの減少時間が、電
子機器に残容量を出力するサンプリングタイミングの時間間隔よりも長くなるように設定
している請求項１に記載される電池の残容量補正方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、電池の残容量がハイバネーション移行容量になるとハイバネーションに移行す
る電子機器に残容量を演算して出力する方法であり、とくに、電池の残容量を正確に電子
機器に出力するために、残容量を補正する方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
コンピュータ等の電子機器は、処理をしている途中で電源をオフにすると不都合が発生す
る。たとえば、ワープロで文書を作成している途中で電源をオフにすると、作成途中の文
章が保存されずに消えてしまう。さらに、ソフトウエアを正常に終了させないことで不都
合が発生することもある。ところで、電源に電池を使用しているコンピュータは、電池の
残容量がなくなって、放電できなくなると、電池の過放電を防止するために電源をオフに
する必要がある。このため、電池の残容量がなくなって電源をオフにすると、前述の弊害
が発生する。
【０００３】
この弊害を防止するために、電池の残容量が減少して、ハイバネーション移行容量よりも
少なくなると、ハイバネーションに移行して電源をオフにする技術が開発されている。ハ
イバネーションは、処理をしているデーターをハードディスク等の記憶媒体に保存し、そ
の後に電源をオフにして、電源オフによる弊害を防止する。このことを実現するコンピュ
ータ等の電子機器は、電池の残容量をパラメターとして、残容量がハイバネーション移行
容量になると、ハイバネーションを実行して電源をオフにしている。電池側は、残容量を
演算してコンピュータ等の電子機器に出力している。
【０００４】
電池側は、残容量を電子機器に出力するために、満充電された状態から放電容量を減算し
て、残容量を演算している。ただ、電池側で演算された残容量は、必ずしも電池の実際の
残容量に正確には一致しない。このため、電池側では、電池電圧を検出して残容量を補正
している。図１は、電池電圧で残容量を補正する状態を示すグラフである。図１は、放電
させるにしたがって電池電圧が低下する特性と、残容量を補正する特性を示している。こ
の図の補正方法は、電池を放電して、電池電圧が０％検出電圧まで低下すると、残容量を
０％に補正する。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
以上の補正方法は、電池の残容量を０％付近で正確に補正して、電池の過放電を防止でき
る。しかしながら、この状態で残容量を補正する方法は、コンピュータ等の電子機器を、
ハイバネーションに移行して終了できないことがある。たとえば、図１のａ時点と、ｂ時
点のサンプリングタイミングで、電池が電子機器に残容量を出力するとき、ａ時点では残
容量がハイバネーション移行容量よりも大きいのでハイバネーションに移行せず、また、
ｂ時点では残容量が０％で完全に放電された状態であるからハイバネーションできない。
この図に示す補正方法が、ハイバネーションに移行できないのは、残容量が一瞬に０％に
低下するからである。
【０００６】
残容量を一瞬には０％としない補正方法も開発されている（特開平５－８７８９６号公報
）。この公報に記載される方法は、図２と図３に示すように、電池電圧を測定するＡ、Ｂ
、Ｃ、Ｄ点で、電池の残容量を補正する。電池電圧がＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ点の電圧となるとき
の電池の残容量をあらかじめ設定しており、電池電圧がこの電圧になると、その残容量に
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修正する。
【０００７】
図２と図３に示すように、電池電圧で残容量を補正する方法は、実際の残容量に近い値と
して残容量を補正できる。しかしながら、この方法で補正して残容量を電子機器に出力す
るときも、電子機器が正常にハイバネーションに移行できないことがある。
【０００８】
たとえば、図３のａ、ｂ点において、電池が電子機器に残容量を出力するとき、ａ点では
ハイバネーション移行容量よりも大きいので電子機器はハイバネーションに移行せず、次
にｂ点ではハイバネーション移行容量よりも小さいがすでに残容量が０％となっているの
で、ハイバネーションに移行できない状態となってしまうからである。
【０００９】
本発明は、このような欠点を解決することを目的に開発されたものである。本発明の重要
な目的は、電池の残容量が少なくなると、電子機器を確実にハイバネーションに移行させ
て終了できる電池の残容量補正方法を提供することにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
本発明の電池の残容量補正方法は、電池の残容量がハイバネーション移行容量まで低下す
ると、ハイバネーションに移行する電子機器に残容量を演算して出力する。残容量補正方
法は、電池電圧が０％検出電圧まで低下したときの残容量がハイバネーション移行容量よ
りも大きいときは、残容量をハイバネーション移行容量に補正した後、所定の勾配で残容
量を減少させる。また、電池電圧が０％検出電圧まで低下したときの残容量がハイバネー
ション移行容量よりも小さいときは、残容量を所定の勾配で減少させる。
【００１２】
さらに、本発明の電池の残容量補正方法は、好ましくは、０％検出電圧を検出した後に残
容量を減少させる勾配を、残容量減少値／時間として、一定の勾配とする。
【００１３】
さらに、本発明の電池の残容量補正方法は、好ましくは、０％検出電圧を検出した後に残
容量を減少させる勾配を、１０～６０秒で残容量が０となる値に設定する。
【００１４】
さらに、本発明の電池の残容量補正方法は、好ましくは、０％検出電圧を検出した後に、
電子機器の消費電力を演算し、消費電力から残容量を減少させる勾配を決定する。
【００１５】
さらにまた、本発明の電池の残容量補正方法は、好ましくは、０％検出電圧を検出して残
容量をハイバネーション移行容量に補正した後に残容量を減少させる勾配を、０％検出電
圧を検出してから残容量が０％となるまでの減少時間が、電子機器に残容量を出力するサ
ンプリングタイミングの時間間隔よりも長くなるように設定する。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施例を図面に基づいて説明する。ただし、以下に示す実施例は、本発明
の技術思想を具体化するための具体的な方法を例示するものであって、本発明は残容量補
正方法を以下のものに特定しない。
【００１７】
図４は、電池パックに内蔵される回路であって、本発明の残容量補正方法に使用される回
路のブロック図である。この図の回路を備える電池パックはコンピュータ等の電子機器に
装着されて電子機器に電力を供給し、残容量を電子機器に出力する。電子機器は、所定の
サンプリングタイミングで電池パックと通信して、電池の残容量を検出し、残容量がハイ
バネーション移行容量よりも小さくなるとハイバネーションに移行する。電子機器に残容
量を出力するために、電池パックは図４に示す回路で放電容量を演算する。
【００１８】
図４の電池パックは、電池１の消費電流を電圧に変換して検出する消費電流電圧検出部２
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と、電池１の電圧を検出する電圧検出部３と、消費電流電圧検出部２の出力であるアナロ
グ信号をデジタル信号に変換する第１Ａ／Ｄ変換部４と、電圧検出部３の出力であるアナ
ログ信号をデジタル信号に変換する第２Ａ／Ｄ変換部５と、第１Ａ／Ｄ変換部４の出力信
号から電池１の消費電流を積算して消費電力を積算し、あるいは第１Ａ／Ｄ変換部４から
出力される消費電流を積算する消費電力・電流積算部６と、第２Ａ／Ｄ変換部５の出力信
号から０％検出電圧を検出するロウバッテリ検出部７と、第１Ａ／Ｄ変換部４と第２Ａ／
Ｄ変換部５にアナログ信号をデジタル信号に変換するトリガーを所定の周期で発生するタ
イマー８と、満充電された容量から消費電力または電流を減算して残容量を算出する残容
量算出部９と、この残容量算出部９で算出された残容量をロウバッテリ検出部７の出力で
補正する残容量補正処理部１０と、演算した残容量を電子機器に通信して出力するＳＭＢ
ｕｓ通信処理部１１とを備える。この電池パックは、ＳＭＢｕｓを介してコンピュータ等
の電子機器に接続される。
【００１９】
消費電流電圧検出部２は、電池１と直列に接続された抵抗値の小さい電流検出抵抗と、こ
の電流検出抵抗の両端に発生する電圧を増幅する差動アンプとを備えている。この消費電
流電圧検出部２は、電池１に流れる電流を差動アンプの出力電圧として出力する。差動ア
ンプの出力電圧は、電池１に流れる電流と定数の積となる。
【００２０】
消費電流電圧検出部２と電圧検出部３の出力電圧はアナログ信号である。第１Ａ／Ｄ変換
部４と第２Ａ／Ｄ変換部５は、デジタル処理して残容量を演算し、また補正するために、
アナログ信号をデジタル信号に変換して出力する。第１Ａ／Ｄ変換部４と第２Ａ／Ｄ変換
部５は、タイマー８からトリガーが入力されるタイミングで、入力される電圧信号をデジ
タル信号に変換して出力する。
【００２１】
消費電力・電流積算部６は、電池１の消費電力または消費電流を積算する。電池の残容量
は、電力をパラメターとする方法と、電流をパラメターとする方法とがあるので、電力を
パラメターとする方法は、この回路で消費電力の積算値を演算し、電流をパラメターとす
る方法は、この回路で消費電流を積算する。消費電力の積算値は、第１Ａ／Ｄ変換部４か
ら出力される電流値と、第２Ａ／Ｄ変換部５から出力される電圧値の積を積算値として算
出される。消費電流の積算値は、第１Ａ／Ｄ変換部４から出力される電流値を積算して算
出される。
【００２２】
残容量算出部９は、電池１の満充電時の容量から、消費電力または消費電流の積算値を減
算して、電池の残容量を算出し、算出した電池の残容量を示す信号を残容量補正処理部１
０に出力する。残容量は、満充電した容量、あるいは定格容量を１００％として相対値と
して算出する方法と、ＡｈまたはＷｈで算出する方法とがある。
【００２３】
ロウバッテリ検出部７は、第２Ａ／Ｄ変換部５の出力から、電池１の電圧が０％検出電圧
以下に低下したかどうかを検出する。電池１の電圧が０％検出電圧以下になると、０％検
出電圧信号を残容量補正処理部１０に出力する。
【００２４】
残容量補正処理部１０は、電池電圧が０％検出電圧以下になって、ロウバッテリ検出部７
から０％検出電圧信号が入力されたとき、残容量算出部９から入力される電池１の残容量
を、ハイバネーション移行容量で補正する。ところで、電池電圧の０％検出電圧は、電池
１が完全に放電される電圧よりも高く設定する。電池電圧が０％検出電圧まで低下した後
に、電子機器をハイバネーションに移行して電池１を過放電させないためである。０％検
出電圧を高くすると、電池電圧が０％検出電圧まで低下したときの電池１の実際の残容量
が大きくなる。この電圧が高すぎると、電池１を完全に放電できなくなって、電池１を放
電できる実質的な容量が減少する。反対に、０％検出電圧を低くすると、電池１を完全に
放電できるが、ハイバネーションに移行したときに、過放電される確率が高くなる。この
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ため、０％検出電圧は、電池１を過放電させることなく、また、電池１を充分に放電でき
る電圧に設定する。
【００２５】
また、ハイバネーション移行容量は、たとえば、電池１の満充電容量の１～５％、好まし
くは２～５％、最適には約３％に設定する。リチウムイオン二次電池は、０％検出電圧を
３．５Ｖ／セルとして、ハイバネーション移行容量を約３％に設定できる。
【００２６】
残容量補正処理部１０が、０％検出電圧を検出して残容量を補正する基本動作を図５と図
６に示す。図５は、電池１の電圧が０％検出電圧に低下したときに、残容量算出部９で算
出される残容量がハイバネーション移行容量よりも大きい状態を示す。この状態では、０
％検出電圧を検出したときに、算出された残容量をハイバネーション移行容量に補正する
。その後、所定の勾配で残容量を減少させる。残容量を減少させる勾配は、たとえば、残
容量減少値／時間を一定の勾配として残容量を減少させる。０％検出電圧を検出して残容
量をハイバネーション移行容量に補正した後、残容量を減少させて０％とするまでの減少
時間は、電子機器に残容量を出力するサンプリングタイミングの時間間隔よりも長く設定
する。たとえば、ハイバネーション移行容量から０％となるまでの減少時間を１０～６０
秒、好ましくは１０～５０秒、さらに好ましくは１５～３０秒となるように、残容量減少
値／時間の勾配を設定する。
【００２７】
図６は、電池１の電圧が０％検出電圧に低下したときに、残容量算出部９で算出される残
容量がハイバネーション移行容量よりも小さい状態を示す。この状態では、０％検出電圧
を検出したときに、算出された残容量をハイバネーション移行容量に上昇するようには補
正しないで、その後、算出した残容量を所定の勾配で減少させる。０％検出電圧を検出し
た後、残容量を減少させる勾配は、図５に示すグラフと同じにする。ただし、０％検出電
圧を検出したときに算出された残容量がハイバネーション移行容量よりも小さいときは、
算出された残容量がハイバネーション移行容量よりも大きいときに減少させる勾配よりも
小さく、あるいは大きくすることもできる。
【００２８】
以上の方法は、電池１の電圧が０％検出電圧まで低下した後は、一定の勾配で残容量を減
少させるが、本発明の残容量補正方法は、０％検出電圧を検出した後、必ずしも一定の勾
配で残容量を減少させる必要はない。たとえば、０％検出電圧を検出した後、残容量を減
少させる勾配を時間と共に変化させ、あるいは、電子機器の消費電力を演算して、消費電
力で残容量を減少させることもできる。ただし、この場合、０％検出電圧を検出してから
残容量が０になるまでの時間に、電子機器が確実にハイバネーションに移行できるように
０％検出電圧を設定する。０％検出電圧は、０％検出電圧を検出してから残容量が０にな
るまでの時間が、たとえば、１０～６０秒、好ましくは１０～５０秒、さらに好ましくは
１５～３０秒となる電圧に設定する。０％検出電圧を高くすると、０％検出電圧を検出し
たときの電池１の実際の残容量が大きくなる。したがって、０％検出電圧を検出してから
完全に放電されるまでの時間を長くできる。
【００２９】
ＳＭＢｕｓ通信処理部１１は、残容量補正処理部１０で算出された残容量をＳＭＢｕｓを
介して電子機器に伝送する通信部である。ＳＭＢｕｓ通信処理部１１は、電子機器から、
残容量の出力命令信号が入力されるときに、算出した残容量を出力する。電子機器は、所
定のサンプリングタイミングで、ＳＭＢｕｓ通信処理部１１に残容量の出力命令信号を出
力する。この信号が入力されたときに、ＳＭＢｕｓ通信処理部１１から電池１の残容量が
電子機器に出力される。電子機器は、ＳＭＢｕｓ通信処理部１１から入力される電池１の
残容量から、ハイバネーションに移行するかどうかを判定する。電池１の残容量がハイバ
ネーション移行容量よりも小さいとき、電子機器はハイバネーションに移行して正常に終
了する。
【００３０】
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図４の回路は、図７のステップで電池の残容量を補正する。
［ｎ＝１のステップ］
初期化処理をする。
［ｎ＝２のステップ］
電池１の電圧、電流、温度、電力等を検出して、電池１の残容量を演算する。残容量は満
充電された容量から消費電力または消費電流の積算値を減算して算出する。
［ｎ＝３のステップ］
検出した電池電圧を０％検出電圧に比較して、０％検出電圧よりも低いかどうかを判定す
る。
［ｎ＝４のステップ］
電池電圧が０％検出電圧よりも低くないとき、いいかえると電池電圧が０％検出電圧以上
のときは、残容量から放電電力の積算値を減算して残容量を算出し、その後、ｎ＝２のス
テップにジャンプする。
［ｎ＝５のステップ］
電池電圧が０％検出電圧よりも低いとき、算出している残容量をハイバネーション移行容
量に比較する。
［ｎ＝６のステップ］
算出した残容量がハイバネーション移行容量よりも大きくないとき、いいかえると、残容
量がハイバネーション移行容量よりも小さいときは、算出した残容量を一定の勾配で減少
させる。この図は１０ｍＷｈ／ｓｅｃの勾配で残容量を減少させている。
［ｎ＝７のステップ］
算出した残容量がハイバネーション移行容量よりも大きいとき、算出した残容量をハイバ
ネーション移行容量に補正する。その後、ｎ＝６のステップにジャンプして、残容量を一
定の勾配で減少させる。
【００３１】
以上のステップで補正された電池１の残容量は、ＳＭＢｕｓ通信処理部１１から電子機器
に出力される。
【００３２】
【発明の効果】
本発明の電池の残容量補正方法は、電池の残容量が少なくなると、電子機器を確実にハイ
バネーションに移行させて終了できる特長がある。それは、本発明の残容量補正方法が、
電池電圧が０％検出電圧まで低下したときの残容量がハイバネーション移行容量よりも大
きいときは、残容量をハイバネーション移行容量に補正した後、所定の勾配で残容量を減
少させ、また、電池電圧が０％検出電圧まで低下したときの残容量がハイバネーション移
行容量よりも小さいときは、残容量を所定の勾配で減少させているからである。
【図面の簡単な説明】
【図１】電池電圧で残容量を補正する状態を示すグラフ
【図２】従来の残容量補正方法における電池電圧の放電特性を示すグラフ
【図３】従来の残容量補正方法における残容量を補正する状態を示すグラフ
【図４】本発明の実施例の残容量補正方法に使用される回路のブロック図
【図５】算出される残容量がハイバネーション移行容量よりも大きいときに残容量を補正
する状態を示すグラフ
【図６】算出される残容量がハイバネーション移行容量よりも小さいときに残容量を補正
する状態を示すグラフ
【図７】図４に示す回路で電池の残容量を補正する工程を示すフローチャート図
【符号の説明】
１…電池
２…消費電流電圧検出部
３…電圧検出部
４…第１Ａ／Ｄ変換部
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５…第２Ａ／Ｄ変換部
６…消費電力・電流積算部
７…ロウバッテリ検出部
８…タイマー
９…残容量算出部
１０…残容量補正処理部
１１…ＳＭＢｕｓ通信処理部

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】

【図７】



(9) JP 4117997 B2 2008.7.16

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２０００－７５９６７（ＪＰ，Ａ）
              特開平９－２３５９２（ＪＰ，Ａ）
              特開平８－２７２４８９（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H01M  10/42 -  10/48
              H02J   7/00 -   7/12
              H02J   7/34 -   7/36
              G01R  31/36


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

